










　3 月 14 日（月）の 16 時に医療救援隊派遣の第 1
回目の打ち合わせがあり，第 1 陣のメンバー，バス
（26 人，10 人乗り）2 台，薬品や食料等の準備が完









　翌 3 月 15 日（火）12 時，1 号館 6 階の会議室で，
第 1 陣の団結式が行われた．医師 5 名，看護師 6 名，
薬剤師 1 名，調理師 1 名，事務職 1 名，戸田建設よ




の定時連絡を 9 時，12 時，18 時，21 時の 4 回とし
た．
　東北自動車道を北上し，降雪の中 22 時 16 分に県















　17 日以降協議が続けられ，結果として 3 月 30 日
に山田南小学校の 2 階に引越しするまでの間，この
山田北小学校が現地の拠点となった．
　その一方で，3 月 18 日には，M4 長嶋君，奥茂
君，山本さん，長谷川さん達が中心となって自然発
生的に後方支援部隊が立ち上がった．後方支援の第

















　陣　容：第 1 陣～第 7 陣まで
　　　　　概ね 5 日～ 8 日間程度の活動
　患者数：外来・巡回併せて約 3,000 人弱





田町に 3 月 15 日～ 4 月 15 日の期間，7 陣にわたり

















　出発は翌 15 日午後 1 時とし，早速第 1 陣の人選
及び，物資調達・緊急車両の申請等に入った．15
日午後 0 時から第 1 陣 14 人の結団式を行い，午後















（東京を出発してから 29 時間後）．翌 17 日，県立山
田病院から外来応援の要請に従って移動し，山田病










人口減少と高齢化が顕著で，30 年間で人口は 3 割







していた．8 月 9 日時点で遺体収容者数は 597 人，
安否不明者 77 人である．昭和大学医療救援隊の第

































単位での派遣は行わないこととした．4 月 16 日ま
で，全 7 陣を順次派遣し，各陣は現地で引き継ぎな







　隊員は述べ総数で，医師 30 名，研修医 4 名，看
護師 35 名，歯科医師 7 名，薬剤師 12 名，理学療法








　　第 2 陣：保健医療学部看護学科 2 年・3 年・4
年　各 1 名
　　第 3 陣：薬学部 4 年　1 名
　　第 4 陣：医学部 5 年　1 名，薬学部 4 年　1 名
　　第 5 陣：薬学部 5 年　1 名









田町では診療所 2 か所が 4 月 11 日までに相次いで




陣 期間 医 看護 歯 薬 理学 事務 栄養 学生 イベント
1 3/15︲3/20 5 6 0 1 0 1 1 0 県立山田病院に仮宿舎　診療開始
2 3/19︲3/24 6 5 1 1 0 1 1 3 巡回検診先の拡大
3 3/23︲3/28 6 6 1 2 0 1 1 1 入浴介助実施
4 3/27︲4/1 5 5 1 2 0 1 1 2 ベースキャンプを山田南小学校に移動
5 3/31︲4/5 4 5 2 2 0 1 0 1 「高血圧と口腔ケア」の講演
6 4/4︲4/10 4 4 1 2 0 1 0 0 撤退にむけ地域医療への引き渡しを開始
7 4/9︲4/16 4 4 1 2 1 1 0 0 撤収




























への巡回診療型の 2 つの形態がある．第 1 陣で，山
田病院 2 階で一般外来診療，山田南小学校で小児科











　上記の活動を行うため，救援隊は毎日 4 ～ 5 チー
ムに分かれ（図 5），①県立山田病院の一般外来診
療（図 6），②山田南小学校での小児科外来診療（第
1 ～ 4 陣），③山田地区，④織笠地区の避難所の巡








3 月 19 日 3 月 21 日 4 月 9 日















　善慶寺 77 43 陸上自衛隊
昭和大学
昭和大学
　山田北小学校 206 203 昭和大学
　関口農業担い手センター 20 12




　ふるさとセンター 117 90 陸上自衛隊 陸上自衛隊
　大沢小学校 280 180 日赤和歌山 日赤和歌山 日赤和歌山
　浜川目 160 128 陸上自衛隊 陸上自衛隊
織笠地区
　織笠コミュニティセンター 179 114
昭和大学 昭和大学　織笠小学校 165 128
　織笠保育園 18 19
　山田高校 739 546 日赤徳島 日赤徳島 日赤群馬・神奈川
　草木地区 39 39 昭和大学
船越地区
　船越保育園 80 73 獨協大学 DMAT 陸上自衛隊 陸上自衛隊










日赤岡山 日赤大阪　大浦保育園 34 18
　大浦漁村センター 27 13
田の浜地区


















ムには，医師 1 ～ 2 名，看護師 1 ～ 2 名に加え，薬
剤師が出来るだけ 1 人は参加するようにし，連携・
協力しながら診療に当たるように努めた．薬剤師






療救援隊の 1 日のスケジュール例を図 8 に示す．
　なお，山田町全体の災害医療体制は山田町役場を










図 5　救援隊の編成（第 2 陣）
図 6　県立山田病院での外来診療
図 7　織笠コミュニティーセンターでの巡回診療













　　　　　　　　  男性  女性   合計
　県立山田病院外来 571 人 715 人 1286 人
　回診型診療 438 人 759 人 1197 人
　小児科外来 154 人 109 人  263 人
　歯科外来 125 人　 107 人  232 人　















































　　第 1 ～ 7 陣：救急センター，ICU 看護師
　　第 1 ～ 4，7 陣：小児科医
　　第 2 ～ 6 陣：歯科医
　　第 3 陣：眼科医
　　第 3 陣：感染症内科医
　　第 3，5 ～ 7 陣：循環器内科医
　　第 6 陣：リハビリテーション科医
　　第 6 ～ 7 陣：精神科医
　　第 7 陣：理学療法士














め，第 6 ～ 7 陣には精神科医が加わった．また，歯
科は，齲歯，義歯の紛失など，当初からニーズが高
く，地元の歯科医師とも連携して第 2 ～ 6 陣にわた
り巡回あるいは歯科ブースでの歯科診療を行い，第
2 陣では口腔ケアに対する講演，仮歯科ブース（山
田南小学校）での診療，第 4 ～ 6 陣では山田高校に
歯科ブースを設置し，第 6 陣では義歯製作も行った．
　D．医薬品使用状況































表 4　第 1 陣の持参した医薬品
区　分 薬　品　名 数　量




















10/A 箱 ×2 箱
10/A 箱 ×2 箱
10 本 ×5 箱
10 本 ×3 箱
10 本 ×2 箱
10A×3 箱
20A/箱 ×1 箱
5 本 /箱 ×4 箱
50A×2 箱
200mL/本 ×5 本
10 本/箱 ×2 箱
10 本/箱 ×6 箱
30 本/箱 ×2 箱
20 本/箱 ×1 箱
20 本/箱 ×2 箱
20 本/箱 ×1 箱
20 本/箱 ×1 箱






















50 個/箱 ×2 箱
50 個/箱 ×2 箱
50 個/箱 ×2 箱
20 個/箱 ×2 箱
20 個/箱 ×2 箱
20 本/箱 ×2 箱
50 枚/箱 ×2 箱
1 本/箱 ×2 箱
10 枚/袋 ×10 袋
70 枚/箱 ×2 箱
70 枚/箱 ×1 箱
10 本/箱 ×1 箱
1 本/箱 ×5 箱
1 本/箱 ×5 箱
100g×5 本
500g/箱 ×1 箱
10 本 ×2 箱
500g/箱 ×1 箱














































100 錠/箱 ×1 箱
210Cap/箱 ×5 箱
210 包/箱 ×5 箱
140 錠/箱 ×1 箱
100 錠/箱 ×1 箱
140 錠/箱 ×1 箱
1000 錠/箱 ×1 箱
840 包/箱 ×1 箱
100 錠/箱 ×1 箱
100 錠/箱 ×1 箱
100 錠/箱 ×2 箱
100 錠/箱 ×1 箱
1000 錠/箱 ×2 箱
100 錠/箱 ×3 箱
1g/包 ×1 箱
100 錠/箱 ×1 箱
100 錠/箱 ×2 箱
100 錠/箱 ×2 箱
100 錠/箱 ×2 箱
140 錠/箱 ×2 箱
500 錠/箱 ×1 箱
700 錠/箱 ×1 箱
100 錠/箱 ×5 箱
10Cap/箱 ×15 箱
1000 錠/箱 ×1 箱
100 錠/箱 ×1 箱
100 包/箱 ×1 箱
80 包
100 錠/箱 ×1 箱





































第 2 陣：3 月 19 日～ 3 月 24 日






第 3 陣：3 月 23 日～ 3 月 28 日






第 4 陣：3 月 27 日～ 4 月 1 日




・4 月 15 日の昭和大学チームの撤収が決定・告
知
第 5 陣：3 月 31 日～ 4 月 5 日
















・震災後，最大余震発生（4 月 7 日 23 時 32 分．
震度 6 弱：東日本全域で停電）し，往診・診療
中の避難経路の再確認






・4 月 15 日撤退
　5．学生の活動と後方支援
　昭和大学教救援隊には平成 23 年度前期授業が開
始されるまでの，第 2 ～ 5 陣にわたって学部学生 7





































の開始が望まれる．3 月 11 日の大震災発生後，4 日


































































　救援隊（7 名）および後方支援（約 130 名） への
学生の参加．
　7．今後の課題
　今回の医療救援隊の活動を通して，いくつかの課
題も明らかになった．
　震災後の亜急性期の医療救援は，慢性疾患や感染
症を対象とするプライマリ・ケアが中心であり，各
医療職ともその対応が求められた．専門分化した大
学病院の各医療職にも基本的なプライマリ・ケアの
実践能力の必要性を強く感じた．また，地域の保健
医療と衛生環境の整備・防疫に対する理解と実践の
向上も望まれる．
　第 1 陣が活動拠点を定めるまで，かなりの困難を
経験することになり，事前の情報とニーズの解析，
人選，物資の選択，交通手段，救援隊と本部の連絡
と意思疎通など，初動のプロセスについて，改めて
検討する必要がある．
　現地との密接な連絡と情報収集，チーム間の連絡
は，ニーズに応じた有効な医療救援のために必須で
あるが，携帯電話も含めて電話回線が不通となった
初期には衛星電話やトランシーバーを利用したもの
の，連絡が困難となることもあった．効果的な情報
伝達手段について，工夫が必要である．
　また，現地に持参した医薬品，医療機材，隊員の
生活用品には，不足したもの（一部の医薬品，衛生
関連用品，防寒用品，燃料など）がある一方，不必
要なものや過剰なもの（外科医療器具・輸液類，後
半の食料など）もあった．今回の救援活動での使用
状況の解析とともに，災害の種類，医療救援の時
期，現地のニーズに応じた過不足の少ない物資の選
別と輸送を行うことが必要である．
　救援隊の隊員のうち数名が，救援活動後に 2 次受
傷を疑わせる精神的な不調を訴えた．隊員の選考時
の十分な面談による慎重な人選と，事後のメンタル
ケアの必要性を感じる．
　以上を踏まえ，今後は，病院・大学の職員，学生
を対象とした災害医療教育を充実させることが望ま
れる．災害時の様々な場面を想定した訓練やロール
プレイなど，今回の経験を活かした，実践的で具体
的な教育カリキュラムの構築と実施が望まれる．
　8．終わりに
　以上，山田町への昭和大学医療救援隊の活動につ
いて概説した．前述したように不備な点もあり，被
災者にとって十分な活動であったとの判断は難しい
が，医系総合大学の昭和大学として出来るだけのこ
とをしよう，という姿勢で臨み，被災者・被災地の
ニーズに応えるために全学を挙げて取り組み，昭和
東日本大震災における昭和大学医療救援活動の記録
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大学に流れる精神「至誠一貫」を具現化した活動と
なった．
　最後に，今回の未曾有の震災で亡くなられた多く
の方々に心から哀悼の意を表します．被害を受けら
れた被災者の方に，改めてお見舞いを申し上げます
とともに，健康を害された被災者の方の回復と，1
日も早い町の復興をお祈り申し上げます．
